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概要 

本論文では，香川大学が実施した決裁業務に関する「業務 UX 調査」について述べる．業務 UX 調査で

は，決裁業務は決裁に必要となる様々な文書を作成する「①文書作成フェーズ」，決裁者が決裁に必要な

文書をもとに決裁をおこなう「②決裁フェーズ」，決裁された文書を共有する「③決裁結果共有フェーズ」

に分類され，それぞれのフェーズを効率的かつ効果的におこなう仕組みを構築する必要があることがわ

かった． 

 

1 はじめに 

香川大学情報メディアセンターは「DX ラボ」を

組織し，DX を推進すべく業務の抱える課題をユー

ザの視点で調査する「業務 UX 調査」，業務改善の

アイデアを創出する「業務改善アイデアソン」，業

務システムを内製開発する「業務システム内製開

発」，業務システムを内製開発できるスキルを獲得

する「ハンズオン」など様々な取り組みをおこな

っている[1,2]． 

本論文では，香川大学が実施した決裁業務に関

する「業務 UX 調査」の結果について述べる．香川

大学が実施した決裁業務に関する「業務 UX 調査」

では，決裁業務は決裁に必要となる様々な文書を

作成する「①文書作成フェーズ」，決裁者が決裁に

必要な文書をもとに決裁をおこなう「②決裁フェ

ーズ」，決裁された文書を共有する「③決裁結果共

有フェーズ」に分類され，それぞれのフェーズを

効率的かつ効果的におこなう仕組みを構築する必

要があることがわかった． 

 

2 決裁業務に関する業務 UX 調査 

国立大学法人香川大学文書決裁等規則では，「決

裁」とは「文書に記載された事項について，承認を

与える権限を有する者の承認を得ること」と定義

されている．「押印」は，「決裁者等が決裁文書に

対して，承認（確認）したことの意思表示を示す行

為」を意味する． 

DX ラボは，決裁業務に関する業務 UX 調査を実

施した．決裁業務に関する業務 UX 調査は，複数部

署に所属する事務職員 7 人に加え，決裁者である

大学執行部から副学長と情報メディアセンター長

2人の計9名が参加し，2022年 8月に実施された．

業務 UX 調査では，ペルソナとなる調査の対象とな

る決裁業務をおこなう職員（「決裁文書を作成し，

起案する職員」，「決裁文書の中身を確認する職員

（起案者の上司）」，「決裁をおこなう決裁者」，「決

裁された情報の共有を受ける者」）を設定し，決裁

業務に関するジャーニーマップを作成した．図 1

は，決裁に関する業務 UX 調査で作成されたジャー

ニーマップを示している．「決裁文書を作成し起案

する職員」からは，「文書の修正を手書きでされ，

それをまた電子文書上で修正した後，再度それを

印刷して起案しなければならない」，「決裁のルー

トが文書ごとに異なり，またそれが明確化されて

おらず，文書ごとに誰に決裁（合議）を回すかを判



また「決裁文書の中身を確認する職員（起案者の

上司）」からは，「決裁文書に大量に添付文書がつ

いており，決裁文書のどこを見たらいいのかわか

らない」，「多くの人が確認するので，確認が不十

分になりがち」などの意見が寄せられた．「決裁を

おこなう決裁者」からは，「大量の押印があるにも

かかわらず，決裁文書の確認が不十分で，誤字脱

字などがたくさんある」，「決裁をおこなうために，

執務室にいかなくてはならない」などの意見が寄

せられた．また決裁業務全体に対しては，「決裁か

確認（合議）なのかの判断が難しく，職員によって

決裁ルートの判断が異なる」，「『あの人にも一応決

裁（合議）を取ろう』など，決裁者や合議の数が増

える」などの課題も指摘された．香川大学では，決

裁の前に確認（合議）をおこなうルールを採用し

ていたが，決裁結果によっては，再度確認（合議）

をおこなうなどの工数も発生していた． 

業務 UX 調査の結果を踏まえ，決裁業務は決裁に

必要となる様々な文書を作成する「①文書作成フ

ェーズ」，決裁者が決裁に必要な文書をもとに決裁

をおこなう「②決裁フェーズ」，決裁された文書

を共有する「③決裁結果共有フェーズ」に分類

され，それぞれのフェーズを効率的かつ効果的に

おこなう仕組みを構築する必要があることがわか

った．図 2 は決裁業務のフェーズを示している．

業務 UX 調査において，「①文書作成フェーズ」に

ついては，Microsoft 社の Teams などのコミュニ

ケーションツールを用いて，決裁文書を確認，修

正する方法が提案された．「③決裁結果共有フェー

ズ」については，コミュニケーションツールを用

いて決裁結果を共有させる方法が提案された．「②

決裁フェーズ」については，規定された決裁者の

みが決裁をおこなうことができる仕組みとするた

め，香川大学でシステムを内製で開発する取り組

みが提案された．決裁システムについてはシステ

ムの内製開発が開始されている．図３は，開発中

の決裁システムのプロトタイプの画面を示してい

る． 

図 1 業務 UX 調査で作成したジャーニーマップ 

図 2 決裁業務のフェーズ 



3 おわりに 

本論文では，香川大学で実施した決裁業務に関

する「業務 UX 調査」の結果について述べた．香川

大学が実施した決裁業務に関する「業務 UX 調査」

では，決裁業務は決裁に必要となる様々な文書を

作成する「①文書作成フェーズ」，決裁者が①で作

成された文書をもとに決裁をおこなう「②決裁フ

ェーズ」，決裁された文書を共有する「③決裁結果

共有フェーズ」に分類され，それぞれのフェーズ

を効率的かつ効果的におこなう仕組みを構築する

必要があることがわかった．現在，「決裁フェー

ズ」での決裁者による決裁をおこなう決裁システ

ムを内製で開発する取り組みが開始され，決裁者

による実証実験についても実施が予定されている． 
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図 3 開発中の決裁システムのプロトタイプ 
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